
71

400万年以上の歴史をもつ古代湖である琵琶湖

は、そこにしか見られない数多くの生き物が生息

する世界的にも貴重な湖です。しかも琵琶湖のほ

とりでくり広げられてきた人と魚の関係は、縄文

時代から長い時間をかけて構築されてきたもので、

失うわけにはいかない貴重なものです。しかし、

琵琶湖流域では、近年、ごく普通に見られた魚た

ちが姿を消しつつあり、淡水生態系の崩壊が急速

に進んでいます。そのことによって長い時間をか

けて構築されてきた人と魚との関係も失われつつ

あります。持続可能で健全な琵琶湖の淡水生態系

を取り戻すためには、流域にかかわる全ての人々

が協力しあうことが必要だと考えました。

琵琶湖流域には、湖の自然について高い問題意識

をもち、地域の保全活動に活躍している多くの

人々がいます。ただ、個々の地域の活動で得られ

た調査データは、横のつながりをもっていません。

そのため、その時々に活用されるだけで、貴重な

データが失われがちです。それらを1つにまとめあ

げる活動が「琵琶湖お魚ネットワーク」です。琵

琶湖流域の人々を中心に、企業や行政とも協力し

ながら、琵琶湖流域の魚とその生息環境のモニタ

リング調査活動を行い、その結果を流域の環境保

全にいかします。そうすることによって、琵琶湖

の生態系のバランスを取り戻し、失われつつある

自然と人間との関係回復に貢献することを目標に

しています。「琵琶湖お魚ネットワーク」では、

個々の地域で行われている活動成果を、琵琶湖流

域という大きなスケールで集積し、流域全体の現

状を把握し、貴重な資料となる「今」の琵琶湖の

姿を将来の世代に伝えることを目的としています。

また、多くの人々がこの活動に参加することによ

って、水環境への関心を高めてもらうことも目的

の一つになっています。

調査マニュアル「魚とりの楽しみかた　調査のし

かた・魚のみわけかた」の冒頭に、私たちの思い

が述べられています。「一昔前まで、たんぼや小川

は、子供たちにとって格好の遊び場でした。メダ

カやコブナは遊び友達でした。そんな時代に育っ

た私たちの世代は、小さい頃から魚の名前を覚え

たり、魚を死なせたり、魚のいる場所、危険な場

所を五感で感じてきました。魚つかみの体験を通

じて、生命の大切さを学び、友達関係を育み、自

分の育った故郷を感じてきました。近年、川は危

ないところ、小川は汚い所だと、水を避けるよう

になりました。しかし、水に入ってこそ危険や楽

しみがわかるものです。親子や家族そろって、共

に遊び、共に学ぶことによって、家族の絆や故郷

感をやしなって欲しいと考え」お魚ネットワーク

の活動を行ってきました。

お魚ネットワークの活動は、まず魚採りを楽しむ

こと、魚採りの楽しみを知ってもらうことです。

それから、その活動の成果をひとつにまとめて、

魚やその生活環境の保全に役立て、それとともに、

多くの方に水環境への関心をもっていただこうと

思っております。

琵琶湖お魚ネットワーク
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私たちの思い

（調査マニュアル「魚とりの楽しみかた 調査のしかた・魚のみわけかた」）
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個人、団体、機関、企業、行政が一体となって、

琵琶湖流域の保全に役立つ基礎データ得るために、

魚とその生息環境のモニタリングを行っています。

個々の地域や時々に行われている調査活動や観察

会を、ネットワークとして1つに結びつける仕掛け

として、調査マニュアル「魚とりのたのしみかた

調査のしかた・魚のみわけかた」を作成し、統一

した調査カードに魚捕りの結果を環境条件ととも

に記入する方法をとりました。素人の調査では科

学的なデータにならないという懸念を払拭するた

めに、誰でもができる初級編と認定を受けた人が

行う上級編に分けてデータを集めました。そのデ

ータを比較することによってデータの信頼性を確

認してきました。さらに、初級編のデータの信頼

性の確認のために、環境要素、他の生き物、魚の

関係を多変量解析した結果、一例としてタナゴと

二枚貝の有無が、それぞれ強い関係があることが

示されました。こうした結果から、初級編データ

も科学的な分析に利用できることが分かります

（WWFジャパン・琵琶湖博物館うおの会，2007）。

多くの方々に参加していただくために、ネットワ

ークを構成する主立った団体に観察会を実施して

いただいたり、学校、公民館、農業団体、行政機

関が実施する観察会に指導員を派遣したりして、

魚捕りをともに楽しみながら、魚捕りのこつ、魚

の見分け方、調査カードの記入法などを指導して

きました。2006年末までにネットワークの活動に

参加した団体、機関の数は300を超えています。個

人の調査カードを集める仕組みとして、調査カー

ド回収ボックス「とと箱」を滋賀県・京都府の24

ヶ所の施設に設置させていただきました。2007年

1月15日までに、8,149地点（初級編4,680地点・

上級編3,469地点）のデータが集められ、73の魚

種が確認されました。この活動を通じて、各地域

に観察会を指導できる方が育ってきました。そこ

で、2007年度からは琵琶湖お魚ネットワークとし

ては、観察会への指導員の派遣を行っておりませ

ネットワークとしてまとめる仕組み

調査カード（初級編） 調査カード（上級編）

琵琶湖流域におけるタナゴ類の生息環境の条件

魚種別出の出現順位、濃い色は外来種を示す
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デルタ帯の止水性の小河川や水路に、在来種の多

くはデルタ帯より上流の流水性の水路や溝に分布

しています。止水域を好むブルーギルは、流れの

ある水域に侵入しにくいことがわかりました（中

島ほか，2001；うおの会，2005）。また、水深が

60cm以下の水域には、ブルーギルが生息にくいこ

とも明らかにしました（水野ほか，2007）。

山間部から平野部に流れ出した河川は、扇状地を

形成し、その水の多くは伏流水となり、扇状地の

末端から湧水として湧き出しています。湧き出し

た水は、いくつもの小河川や水路となり琵琶湖周

辺の田園地帯を潤しながら琵琶湖に注いでいます。

1年を通じて水の枯れることのない小河川が流れる

地域がデルタ帯の上流に広がっており、そこが在

来魚の現代における生息域となっています。琵琶

湖流域の伝統的な景観である集落の間をぬうよう

に流れる浅い水路や農業用水のネットワークが、

在来種の生息域となっています。

ん。それでも調査地点数は着実に増え、2009年4

月現在の入力済み地点数は，14,275地点（初級編

7,074地点，上級編7,201地点）になり、世界的に

みても例のない規模のモニタリング調査活動にな

っています。このような調査活動は、市民参加型

の調査によってのみできることで、参加者が楽し

みながら実施することによってのみ継続できるの

だと思います。この調査活動を通じて、多くの参

加者が実際に川や水路に入り実際に魚捕りをし、

それによって、水環境に関心を払うようになった

はずです。

この調査活動によって明らかになったことは、調

査対象地域である琵琶湖本湖を除く流域では、採

れた魚の上位10種のうち9種が在来種で、初級編で

は9位に、上級編では10位に外来種のブルーギルが

入っています。琵琶湖の沿岸域では捕れる魚のお

およそ80%がブルーギルやオオクチバスという状

況とは異なり、在来種ががんばっている姿が見え

てきました。

ブルーギルやオオクチバスは、琵琶湖湖岸帯から

調査で明らかになったこと

観察会、調査のようす

調査地点の分布、初級編（上）、上級編（中）、全体（下）
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これらのデータや調査の経験にもとづいて、豊か

な在来種生態系を守りたい8つの地域（野洲川中流

域、守山市街地、西の湖周辺、和邇川流域、安曇

川下流域、姉川中流域、湖北湖岸域、百瀬川中流

域）、絶滅危惧種を守りたい11の地域（野洲川上流

域、大戸川下流域、日野川上流域、堅田内湖周辺、

野洲川河口域、鈴鹿山系辺縁域、能登川流域、犬

上川河口域、天野川流域、湖西北部湖岸水田域、

余呉川流域）を，2008年2月に開催された琵琶湖

お魚ネットワーク交流会で示しました。これらの

地域には、急速に都市化が進んでいる地域もあり

ます。これらの提案を受けて，「琵琶湖お魚保全マ

ップ　守りたい場所，未来へ伝える生命の淡海」

（WWFジャパン、2008）が作成され，さらに，こ

の結果は，滋賀県の「守りたい育てたい湖国の自

然100選」にも反映されました。

琵琶湖お魚ネットワークの活動により、それぞれ

の地域、機関、団体に、調査や観察会を実施でき

る能力が培われてきました。琵琶湖お魚ネットワ

ークの活動は第2段階に入ったと考えています。そ

れぞれの地域で、個人が、機関や団体が、調査を

実施されるようになっています。

そこで、個人や各団体、機関で、自らが集めたデ

ータを入力できる新しいモニタリングシステムを

この1年をかけて構築しようと考えています。イン

ターネットのブラウザーを利用し、それぞれのデ

ータを入力し、それぞれのグループで活用できる

ようにします。そのデータは、琵琶湖・淀川流域

の魚の分布とその生息環境のデータベースとして

蓄積され、水環境保全の基礎データになります。

このシステムを利用し、琵琶湖・淀川流域の人々

が、魚やその生息環境をモニタリングが継続的に

行われるようになります。さらに多くの方が魚採

りを楽しみながら水環境に関心を払い、その結果

として魚やその生息環境がよりよくなっていくこ

とを願って琵琶とと調査隊は活動しています。

モニタリングのこれから

文責 高田昌彦

ヌマムツ（左）とブルーギル（右）の分布

琵琶湖お魚ネット交流会のようす




